
羽
田
新
ル
ー
ト
中
止
等
の
請
願
・
陳
情

自
公
が
廃
案
、
事
実
上
の
否
決
に

２０２３年３月１２日
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区議控室 ℡ 5742-6818

事務所 大井３-１９-７-101

℡ 3773-3231

２
月
２
１
日
よ
り
第
一
回
定

例
会
が
開
会
さ
れ
、
２
７
日
の

区
議
会
建
設
委
員
会
で
は
住
民

ら
が
品
川
区
議
会
に
提
出
し
た

羽
田
新
ル
ー
ト
中
止
・
撤
回
等

を
求
め
る
請
願
・
陳
情
１
４
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

運
用
開
始
か
ら
３
年
目

羽
田
空
港
へ
の
着
陸
機
が
都

心
・
品
川
を
通
過
す
る
羽
田
新

ル
ー
ト
の
運
用
か
ら
、
今
年
３

月
末
で
３
年
目
。
こ
の
間
、
区

議
会
に
は
毎
定
例
会
の
よ
う
に

運
用
中
止
を
求
め
る
請
願
・
陳

情
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
３
年
で
区
議
会
に
提
出

さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
合
計
で

１
４
件
。
今
回
の
審
議
は
任
期

最
後
の
委
員
会
で
も
あ
り
、
約

２
０
名
の
傍
聴
が
あ
り
ま
し
た
。

共
産
党
は
騒
音
な
ど
住
環
境

の
悪
化
や
多
く
の
住
民
か
ら
計

画
中
止
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
等
を
述
べ
、
採

択
に
賛
成
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
自
公
は
継
続
を
主

張
。
今
回
の
継
続
と
は
、
４
月

の
区
議
選
挙
の
た
め
廃
案
と
な

る
も
の
で
、
こ
れ
は
事
実
上
の

否
決
を
意
味
し
ま
す
。
自
公
の

姿
勢
は
住
民
の
声
に
背
を
向
け

る
も
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。

委
員
会
で
自
民
区
議
は
「
国

策
だ
か
ら
」
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
待
ち
た
い
」
と
、
そ
の
理

由
を
説
明
し
ま
す
。

区
政
の
チ
ェ
ン
ジ
を

し
か
し
国
策
だ
か
ら
区
議
会

は
意
見
を
言
う
べ
き
で
は
な
い

と
は
、
こ
ん
な
事
で
は
航
空
機

公
害
に
よ
る
区
民
の
苦
し
み
が

今
後
も
続
い
て
し
ま
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
も
賛

否
を
問
う
設
問
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
国
に
羽
田
新
ル
ー
ト

中
止
を
求
め
る
品
川
区
政
へ
、

チ
ェ
ン
ジ
が
今
こ
そ
必
要
で
す
。

週刊区政報告に対するご意見、ご要望お寄せください バックナンバーはＨＰに掲載

りょう

品川区議会第一回定例会 開催中

大井町駅の真上を通過する航空機の姿



今
回
も
ま
た
、
区
長
の

反
対
表
明
、
無
し

羽
田
新
ル
ー
ト
を
巡
っ
て
、

森
澤
区
長
の
姿
勢
に
も
注
目
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
は
「
区
長
は
な
ぜ
反

対
を
表
明
し
な
い
の
か
」
と
の

質
問
を
続
け
て
い
ま
す
。

昨
年
１
２
月
の
第
四
回
定
例

会
で
は
、
区
長
は
本
会
議
の
答

弁
に
た
た
ず
、
か
わ
り
に
部
長

が
「
反
対
、
賛
成
で
は
な
い
。

多
様
な
意
見
が
あ
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

今
回
の
第
一
回
定
例
会
で
は
、

森
澤
区
長
は
答
弁
に
た
ち
ま
し

た
が
、
最
後
ま
で
羽
田
新
ル
ー

ト
へ
の
反
対
表
明
は
な
く
「
全

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

分
析
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

都
心
を
通
過
す
る
羽
田
新
ル
ー

ト
。
最
も
住
宅
地
を
低
空
飛
行

す
る
地
域
が
品
川
区
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
品
川
区
長
と
品

川
区
議
会
の
反
対
表
明
は
計
画

を
止
め
る
決
定
打
で
す
。

大
井
町
駅
前
で
宣
伝

２
月
２
３
日
に
は
、
羽
田
新

ル
ー
ト
に
反
対
す
る
品
川
区
議

会
議
員
等
で
構
成
す
る
議
員
連

盟
と
市
民
団
体
と
の
共
同
宣
伝

が
大
井
町
駅
前
（
上
写
真
）
で

行
わ
れ
、
共
産
、
立
憲
、
ネ
ッ

ト
、
れ
い
わ
の
４
政
党
が
参
加
。

住
民
団
体
と
と
も
に
中
止
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
共
同
の
輪
も
力

に
羽
田
新
ル
ー
ト
中
止
へ
全
力

を
あ
げ
ま
す
。
な
か
つ
か
亮

食料品、公共料金の相次ぐ値上げ

物価上昇から区民の暮らしを守る緊急対策を

なかつか亮の駅前宣伝 火曜日朝７時半～大井町駅、金曜日朝７時半～西大井駅、土曜日夕方４時～大井町駅

スタッフ募集：区政報告を駅前宣伝で配布して頂ける方を探しています。少しの時間だけでも助かります。

長引く物価上昇が家庭の重い負担に。日常生活にかか

せない食料品や公共料金まで次々と値上がりし、特に所

得の少ない家庭に深刻な影響をもたらしています。

そこで共産党は国に消費税の減税を求めることや、年

収200万円以下の家庭やひとり親家庭に対し、臨時給付

金の支給、光熱費補助の実施など緊急対策の実施を区に

提案しました。

品川区は「国の動向を注視したい。支援は現在のとこ

ろは考えていない」と説明しました。暮らしを応援する

品川区へ、引き続き力を注ぎます。

なかつか亮 １９７５年西大井生まれ／４７歳／伊藤小、冨士見台中、農大一高卒／イタ

リア料理厨房６年／２７歳初当選／区議５期／予算・決算委員会副委員長を経験、現区民

委員会委員長／党区議団前幹事長／家族：妻／２９号線取消裁判原告／趣味：旅行


